
　　　ＮＴフレキは小口径φ５０ ～ φ１５０の耐震フレキのすぐれた施工性を踏襲した橋梁用の
　　　φ１５０ ・φ２００排水フレキ管です。従来工法は硬質塩ビ管を砂曲げしたベンド管加工
　　　によるものでしたが、NTフレキにより簡単に３次元配管施工ができます。

①フレキシブルに硬くて曲がる排水管
外層(硬質塩ビ材)、内層(軟質塩ビ材)の2層構造でフレキシブルに曲がります。

②耐侯性に優れる
外層に硬質塩ビを使用していますので塩ビ管同等の耐侯性が有ります。
塩害での腐食の心配もありません。

③維持管理・清掃が容易
長尺で施工する事でゴミ詰りの原因となるエルボ(継手等)の使用量が削減できます。

④伸縮性、柔軟性がある
NTフレキ管本体で橋梁の伸縮、振動を吸収します。

⑤塩ビ管用継手が使用できます
フレキ管の外径を塩ビ管と同サイズにした事で各種塩ビＤＶ継手装着や既設の
固定金具を使用する事も可能です



施工写真

橋梁部排水処理施工例



◆ 外層が硬質塩ビ製の為、各種DV継手を当社独自のエアーブレス接着方法により、
強固に装着できます。*内外層が軟質塩ビの場合は継手との接着が不安定となります

　長さ２００㎜の試料を２枚の平板間に挟み、管軸に直角の方向に
　１０㎜／分の速さで外径が１／２になるまで圧縮し、割れ及び
　ヒビの有無を確認する。 試験温度：２３℃

　長さ２００㎜の試料を２枚の平板間に挟み、管軸に直角の方向に
　１０㎜／分の速さで外径が５％，１０％，１５％，２０％，３０％に
　なるまで圧縮し、その時の荷重を測定した。

試験温度：２３℃

（ＪＩＳ　Ｋ　６７４１）

NTフレキ試験成績結果(他社・VU比較)
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　右図のように試料軸方向よりダンベル１号片を打ち抜き
　５０㎜／分の速さで引張破断荷重を測定し、試料自体の
　引張破断荷重を算出する。なお、ＶＵ管については
　材料物性値からの換算値とする。

試験温度：２３℃

　右図のように試料をＵ字状に曲げ、曲がり部外形が偏平する
　直前の曲げ半径（Ｒ）を測定した。

　約１ｍ試料の両端に試験用治具を取付け、
　０．３Ｍｐａ／分の加圧速度にて、
　試料の破壊する圧力を測定した。

試験温度：２０℃ 水温：１８℃

　０．５ｍの試料の両端にＶＵ管用キャップを取り付け、満水状態にて－２０℃の冷凍室へ放置し
　膨張による試料の割れ及びヒビの有無を目視にて確認した。

　ホース外層材料であるＮＴフレキ硬質塩ビ及び他社軟質塩ビを、サンシャインウエザーメーター
　にて１０００時間の耐候性試験を行ない、試料の引張強度残率、伸び残率及び外観を目視した。

　試料を水平状態で２本の支持治具で受け、支持間隔（Ｌ）を変化させて試料のたわみ量（Ｈ）を
　測定した。なお、試料内に内径の１／３の水位まで水を注いだ場合と注がない場合の２通りで
　試験をした。
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両端を密封し、エアーを抜き、 　①試験体を2本連結し、中央部が水平に
水圧1.5㎏/㎠×10分→漏れなし。 　　引き上がるように試験体の両端を固定

　　する。
　②チェ－ンブロックに時計式バネ秤を
　　セットして連結した2本の試験体の
　　中央を引き上げて偏位量と荷重を
　　測定する。

　①試験体の両端硬質ソケット部に穴をあけて 　①Ｌ字鋼４本を固定し、上部は鉄板で
　　 ボルトを通し、ボルトの中心を下部で固定 　　固定。下部に可動板をセットし、
     のうえ、上部をチェンブロックで引き上げて 　　試験体を下部可動板に載せる。
     ホース露出部長さを測定する。 　②下部可動板を引き上げ、試験体を
  ②上部硬質ソケット部に通したボルトで引き 　　上部の固定板と密着したところで
     上げ、ホース外装硬質コイル部の溝部分 　　ホース露出部の長さを測定。
      が最大まで伸びた状態でホース露出部 　③チェンブロックに時計式バネ秤を
     長を測定する。 　　セットし、下部可動板を引き上げる。

　④試験体の外装硬質コイル同士が
　　密着する直前の荷重と、ホース
　　露出部の長さを測定する。

　　　　以上の結果のとおり、NTフレキを常態のままご利用いただけば、フレキ自体が
　　　　伸縮、偏位を吸収しますので伸縮ジョイントは不要です。

水　圧 試 験 偏 位 試 験

伸 試 験 縮 試 験

ホース １本当り

露出部 偏位荷重

(㎜) (㎏)

200 380 46

180 395 40

異状なし

φ200×600Ｌ(有効長) 異状なし

試　　験　　体
偏位量

(㎜)
状態

φ150×450Ｌ(有効長)

伸び(㎜) 縮み(㎜)

130 150

140 160

伸縮量

試　　験　　体

φ150×1000㎜Ｌ

φ200×1200㎜Ｌ



NTフレキとDVソケットとの接着部分が抜けないように
抜け止めリングを固定したフレキの溝に嵌め込んで
DVソケットをエアープレスで機械的に圧入する為、
引張強度試験結果は下記の通り強固です。

◆ 試料
　　ＮＴフレキの管を、長さ約50㎜に管状に切り取り、
　　これから長さ(幅)25㎜に弦状に切り取った後、
　　内層材料に使用している軟質PVCのプレスシート(厚さ1㎜)
　　をダンベル１号として打ち抜き試料片として使用する。

◆ 試験方法①  ( ※下水道規格による )
　　試料を各試験液に６０℃で５時間浸漬した後、流水中で
　　５秒間洗浄し、乾いた布で表面の水分を拭き取り
　　質量変化度(mc) を算出する。
   ※ｍｃ＝(ｍｂ－ｍａ）/Ｓ
      ｍａ：試料の浸漬前の質量(mg)
      ｍｂ：試料の浸漬後の質量(mg)
         S：試料の表面積(㎝2

 )
　　試験結果より塩ビ管と同等の耐薬品性能を確認した。

試料数　ｎ：３

試　　験　　結　　果
φ150×ホース(NTフレキ)露出部220㎜ 200㎏の力で引張り、露出部280㎜まで伸長したが抜けず

耐 薬 品 浸 漬 試 験

φ200×ホース(NTフレキ)露出部300㎜ 200㎏の力で引張り、露出部350㎜まで伸長したが抜けず

φ２００×４０００Ｌ柔軟試験 φ１５０×４０００Ｌ柔軟試験

引張り試験

試　　験　　体

下水道規格試薬試験結果 単位：mg/㎝2

蒸留水 ＋０．０２
１０ｗ／ｗ％ ＋０．０２
３０ｗ／ｗ％ ＋０．１６
４０ｗ／ｗ％ －０．０８
４０ｗ／ｗ％ ＋０．１０

硝酸

質量変化度

水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ

試験液 濃度

水
塩水
硫酸


